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㸰㹈㸰㸱�

Ẹ間企業における将来ビジョンのಖ᭷状況とその効果 

 

 

○小἟Ⰻ直（�㈈�᪥ᮏ⥲合研究ᡤ）㸪᱓ᓥಟ୍㑻（ி㒔大Ꮫ）㸪ᴬ原Ύ๎（ἲᨻ大Ꮫ） 

 

 

 
１．概要 

Ẹ間企業のイノベーション創出において、将来の事業をᨭえるような大≀の研究開発を⾜う場合には

研究開発期間も中長期にΏる場合が多くみられるが、それを実⾜するためには将来ビジョンをᣢつこと

が必要かつ᭷効と考えられる。ᮏㄪᰝは、Ẹ間企業⣙ ����� 社に対して࢔ンࢣートㄪᰝを実᪋し（���
社からᅇ⟅）、その結果を基に「将来ビジョンのಖ᭷状況」、「将来ビジョンと研究開発テーマの関係」、

「将来ビジョン作成における課題」などについてᚓられた▱見を発⾲するものである。 
 
２．ㄪᰝ実᪋方ἲ 
ᮏ発⾲に౑用するࢹーࢱは、ᖹ成 �� 年度 ⤒῭⏘業┬⏘業技術ㄪᰝ「イノベーション創出に資するᡃ

がᅜ企業の中長期的な研究開発に関する実ែㄪᰝ」のものであり、ᅜෆ࢔ンࢣートཬࣜ࢔ࣄࡧンࢢによ

りㄪᰝが⾜われた。（࢔ンࢣートཬࣜ࢔ࣄࡧンࢢ実᪋期間：ᖹ成 �� 年 � ᭶ �� ᪥㹼ᖹ成 �� 年 � ᭶ �� ᪥） 
ートࢣン࢔

ㄪᰝ対㇟ 
発㏦：企業 ����� 社�研究開発に係る業種からᢳ出㺂上場 ����� 社㺂ᮍ上場 ����� 社� 
ᅇ཰���� 社（ᅇ཰率 ����㸣） 

ࢢンࣜ࢔ࣄ

ㄪᰝ対㇟ 
企業�� 社（電気ᶵჾ、ᶵᲔ、⮬動㌴、໬Ꮫ、㕲㗰、非㕲金ᒓ、その௚製品（༳ๅ））、 
大Ꮫ�� ᰯ、බ的研究ᶵ関：� ᶵ関 

 

３．ㄪᰝ結果 

��� 将来ビジョンの作成状況 

   質問：１０年後等の将来ビジョンを描いているか 

（業種別集計）                     （企業規模別集計） 

          描いている Ћ  Ѝ 描いていない 

 

 

 

 

 

                         （研究開発費別集計） 
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描䛝たい䛸ᛮ䛳ている䛜䚸描䛡ていない 描䛟ᚲせᛶ䜢ឤ䛨ていない
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○将来ビジョンを描けている企業は全体の半数

程度で、ṧりの半数は描けていない。たࡔし、

業種によるࣂラつきも見られる。 
○企業規模別では、大企業が最も描けている。 
○研究開発費別に見ると、研究開発費が大きな企

業群の方が、将来ビジョンを描けている割合が

高い。 
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（２）将来ビジョンを描きにくい⫼ᬒ 

 将来ビジョンを描けていない企業も多くあるが、以ୗのㄪᰝ結果において、方向性を探ることの難し

さも指摘されている。なお、ࣜ࢔ࣄンࢢでは୍㒊のḢ⡿企業からもྠᵝの࣓ࢥントがᚓられている。 

質問：フロントランナーとなり、模ೌよりも新たなものを生み 

出すことがᚑ来以上に求められるになったことが研究開 

発に୚えたᙳ㡪についてヱᙜするものは㸽 

 

 

 

 

 

 

 

 

出ᡤ：ᖹ成 �� 年度⤒῭⏘業┬「ᡃがᅜ企業の研究開発投資効率に係る࢜ープン・イノベーションの定㔞的ホ౯等に関す

るㄪᰝ」 

 

（３）将来ビジョンにおける新規事業と᪤Ꮡ事業の割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）将来ビジョン作成において㔜どすること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

��� 将来ビジョンが研究開発テーマにつながるか 
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ｃ．᫬㛫䞉㈝⏝䛜ቑ䛧た(n=848)

ｄ．ᡂᯝに䛴な䛢る䛣䛸䛜㞴䛧䛟な䛳た(n=849)

全
体

ᙜて䛿䜎る ᙜて䛿䜎らない

将来ビジョンの課題に関する主なࣜ࢔ࣄンࢢ結果 

。ジーになってきている࢓トもよりフࢵࢤーࢱܐ

（ᶵᲔ） 

 は多ᵝ໬。（໬Ꮫ）ࢬーࢽ⪅ᾘ費ܐ

研究開発の」㞧໬はឤじている。かつてはテクノܐ

ロジー・プࢵシࣗで研究開発を⾜うことができた

が、今はࢽーࢬも多ᵝ໬している。今は基ᮏ的な

ものは満たされてしまったため、より「ព࿡のあ

るもの」を㏣求しなけれࡤならなくなった。

（3KLOLSV） 
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᪂つ஦ᴗ ᪤Ꮡ஦ᴗ （単位：割）

質問：描いている将来ビジョンにおいて、貴社では新規事業と 
᪤Ꮡ事業の割合はどれくらいですか。 ○将来ビジョンの中で新規事業の༨め

る割合は全体では３割程度であり、᪤

Ꮡ事業がᅽಽ的に多い。 
○企業規模別では、企業規模が小さい方

が新規事業の༨める割合が高くなっ

ている。 

 ᅜのᨻ⟇ືྥ

3.8й

♫఍ືྥに㛵䛩る

ᑗ᮶ண 

45.8й

ᢏ⾡の㐍Ṍに㛵䛩

るᑗ᮶ண 

17.7й
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䛭の௚
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᪤Ꮡ஦ᴗの発ᒎྍ⬟ᛶ 䛭の௚

�Q ����

将来ビジョン作成方ἲに関する主なࣜ࢔ࣄンࢢ結果 

ࡷࡕ社会の₻ὶもあるが、技術⪅㐩は目指す方向をܐ

と考えていている。将来のண というのは、エネࢇ

ルギーの㟂⤥、౯᱁、ྛ ᅜの஺通ᨻ⟇、ἲ規の動向、

ேཱྀ動ែ、⤒῭状況などいࢇࢁなᡭẁから⿵㊊させ

る。（⮬動㌴） 

○将来ビジョン作成において最も㔜どすること

としては、「社会動向に関する将来ண 」をあ

た企業が最も多く、「᪤Ꮡ事業の発ᒎ可⬟性」ࡆ

と「技術の㐍Ṍの将来ண 」がḟいでいる。 

質問：将来ビジョンを描く際にఱを㔜要どしていますか。 
最も㔜要どするものを１つ㑅ࢇでくࡔさい。 

質問：将来ビジョンを基に、研究開発テーマをどの程度 
 。ていますかࡆ上ࡕ❧

将来ビジョンからの研究開発テーマ❧上ࡆに関する

主なࣜ࢔ࣄンࢢ結果 

ビジョンを作った後で、活動やテーマのෆᐜに関すܐ

る᳨ウをẖ年やっている。（非㕲金ᒓ） 

ᅜෆᕷ場は成熟社会であり、ఱをしたら売れるかよܐ

くわからない。ビジョンや戦略が求められるが、作

ってもᙜたるとは限らない。（බ的研究ᶵ関） 

○将来ビジョンから研究開発テーマを多く❧ࡕ

上ࡆている企業は全体で３割に満たない。 
○研究開発費が多い企業群ほど、将来ビジョンか

ら研究開発テーマを多く❧ࡕ上ࡆている。 
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（企業規模別集計） 

（研究開発費別集計） 
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��� 将来ビジョンの᭷効性（クロス集計結果） 

 将来ビジョンを描くことが研究開発や事業に୚えるᙳ㡪や効果について☜ㄆするため、将来ビジョン

を描いている企業群と描いていない企業群に分けて集計を⾜った。 

 

（１）���� 年度における཰┈性との関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）研究開発費のࣂランスとの関係 
 〔基礎研究・応用研究・開発〕                    〔▷期�１㹼４年程度�と中長期�５年以上�〕 
 
 
 
 
 
 
 〔᪤Ꮡ事業向けと新規事業向け〕 
 
 
 
 
 
 
（３）「４つの㡿ᇦ」ࡈとの研究開発費のࣂランスとの関係 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）イノベーション創出との関係 

〔イノベーション創出割合〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問：���� 年度における཰┈性はいかがでしたか
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○将来ビジョンを描いている企業

群の方が、཰┈性はⰋዲである

企業の割合が多い。 
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描いていない (n=436)  

᪤Ꮡ஦ᴗྥ䛡 ᪂つ஦ᴗྥ䛡 （単位：٫）

○将来ビジョンを描いている企業群の方が、

基礎研究・応用研究の比率が高い。 
○将来ビジョンを描いている企業群の方が、

中長期の研究開発の比率が高い。 
○将来ビジョンを描いている企業群の方が、

新規事業向けの研究開発の比率が高い。 
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○将来ビジョンを描いている企業群の方が、描いていない企業群と比べて㡿ᇦ１の比率が低く、

よりࣜスクの大きな㡿ᇦ２・３・４にチャレンジしている。 

質問：⌧ᅾの貴社全体の売上のうࡕ、最近１０年間で貴社に

おいて生み出されたイノベーションに㉳因する売上

は、ఱ割程度を༨めていますか 
○将来ビジョンを描いている企業群の方

が、売上に対するイノベーションの貢献

度が高い。 
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〔イノベーション創出のきっかけ（戦略性）〕 

質問：最近１０年間で貴社において生み出されたイノベーションを「事業戦略や研究開発戦略などから戦略的に生み出

されたもの」と「戦略外から偶発的に生み出されたもの」に分けると、それぞれの件数割合はどれくらいですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ・考察 

（１）将来ビジョンの作成状況 

・将来ビジョンを描くことは、企業活動における方向性を定めることにつながるため、概念的には必要

かつ不可欠のように思われるが、実際には１０年後等の将来ビジョンを描けている企業は全体の半数

程度しかなかった。 

・将来ビジョンの作成状況は業種による差が大きく、電気・ガスや石油・石炭のようなエネルギー業界

や医薬品業界においては、研究開発も長期となる場合が多く、将来の方向性もある程度見通せると思

われるため、これらの業界においては将来ビジョンを描けている割合が高い。 

・企業規模別では、中堅・中小企業に比べると大企業の方が描いている企業の割合が高い。大企業は、

資金運営、組織運営や株主への説明の必要性などからも将来像を描くことが求められるため、「１０

年後等」という条件はあるものの、描いている企業が６割に満たないことは非常に低い割合と言える。 

・研究開発費が大きい企業群の方が将来ビジョンを描いている企業の割合が高く、将来ビジョンが研究

開発テーマにつながっている割合も高い。研究開発は将来のための投資であり、１０年以上もの長期

間にわたる研究開発も少なからずあることから、研究開発費が大きい企業群ほど将来ビジョンを描き、

そこから研究開発テーマを生み出していることは理解できる。 

 

（２）将来ビジョンを描くことの難しさ 

・将来ビジョンを描けていない理由としては、フロントランナーになったことや成熟社会になったこと

により、将来の方向性を探ることの難しさが指摘されている。さらに、製品サイクルも早くなってき

ており、先の読めない時代となったことも原因として考えられる。 

 

（３）将来ビジョンと研究開発の関係 

・将来ビジョンを描いている企業群の方が、描いていない企業群と比べると、基礎研究・応用研究の比

率、中長期の研究開発の比率、新規事業向けの研究開発の比率が高いという結果が出ている。将来ビジョ

ンを描くことで、目先志向ではなく、育てるべき技術をじっくりと育て、新たな事業にもチャレンジでき

るようである。 
 

（４）将来ビジョンとイノベーション創出 

・将来ビジョンを描いている企業群の方が、描いていない企業群と比べると、イノベーションによる売

上への貢献度が高い。また、イノベーションの中でも戦略的に生み出されたものの比率が高くなってい

る。将来ビジョンとイノベーション創出との関連性を直接的に証明することは難しいものの、将来ビジョ

ンを描くことにより、前述のように、研究開発におけるプラスの効果が出てくることや、新規事業に対す

る準備がしやすいことなどが理由として考えられる。 
 

（５）今後に向けて 

・クロス集計結果をみる限りにおいては、将来ビジョンを描くことはイノベーション創出に向けてプラ

ス効果があると考えられるが、実際には描いていない企業も多く、先が見えない時代の中でどのよう

にして将来ビジョンを構築していくかは、大きな課題である。 

（新たな技術や製品）                （新たなサービスや関連事業） 
 

7.9 

8.2 

7.6 

2.1 

1.8 

2.4 

全体 (n=843)  

描いている (n=430)  

描いていない (n=408)  

戦略的に生みだされたもの 戦略外から偶発的に生みだされたもの （単位：割）

 
7.5 

7.8 

7.3 

2.5 

2.2 

2.7 

全体 (n=468)  

描いている (n=245)  

描いていない (n=221)  

戦略的に生みだされたもの 戦略外から偶発的に生みだされたもの （単位：割）

○将来ビジョンを描いている企業群の方が、イノベーションの中でも戦略的に生み出されたものの比率

が高くなっている。 




